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世界大手銀行の米エデルマンは 1 月 15 日、各国国民の自国の政府、企業、メディ
ア、NGO に対する信頼度を示した「エデルマン・トラスト・バロメーター」の
2023 年版を発表しました。このうち政府とメディアへの信頼度、将来への希望、
経済格差の項目を紹介します。「先進諸国」の凋落と、グローバル・サウスの対比
が鮮明になっています。調査の詳細は英語版 Eldeman Trust barometer の HP
からダウンロードして参照できます。2023 Edelman Trust Barometer Global Report 
FINAL.pdf 
 
政府への信頼度（％） 
 
高い国（青）は、上から中国（89）、UAE（86）サウジ（83）、インド
（76）インドネシア（同）シンガポール（同）。低い国（赤）は 下からア
ルゼンチン（20）、南ア（22）、日本（33）、韓国（34）、ナイジェリア
（36）の順 
（グラフ拡大して参照ください） 

 
同調査の評価対象国は、米国、カナダ、英国、ドイツ、フランス、イタリ
ア、スペイン、オランダ、スウェーデン、アイルランド、日本、韓国、中



国、インドネシア、タイ、マレーシア、シンガポール、オーストラリア、イ
ンド、サウジアラビア、アラブ首長国連邦（UAE）、ケニア、ナイジェリ
ア、南アフリカ、メキシコ、ブラジル、アルゼンチン、コロンビアの 28 ヶ
国。そのうち今年から含まれたスウェーデンを除いた 27 ヶ国が国際平均と
して計算されている。調査では合計 32,000 人から回答を得た。 
 
経済的楽観主義（5 年以内に自分と家族がより豊かになる）の崩
壊 
 
「なると答えた人」の割合（％）は高い順に、ケニア（83）、インド
（80）、インドネシア（同）ＵＡＥ，ナイジェリア、中国の順、低いのは最
低の日本（９）から仏、独、伊、オランダ、英の順。 

 
 

メディアへの信頼度 

高い順に、中国、インドネシア、タイ、ケニア、インド、UAE 
低い順は、最低の韓国、次は日本、英国、スペイン、コロンビアの順 
 



 
 
 
経済格差と固定化 
 
縦軸＝自分の国は経済格差が大きい（答えた人の数） 
横軸＝この格差が改善することはできないと答えた人（右に行くほど多い） 
 

 



 

日本の調査のサマリーは PowerPoint Presentation (edelman.jp) 

なお「世界中で不信が蔓延し、不信感が人々のデフォルトの感情に」「民主主義、
資本主義に対する信頼が崩壊」と題する 22 年版の日本語版は以下で参照できま
す。 

2022 エデルマン・トラストバロメーター ¦ エデルマン・ジャパン 
(edelman.jp) 
 
 
 
 
 

 


